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編集
後記

　病院が新築あるいは改装されると患者さんが増える
ということは定説のようです。東京都渋谷区にある日
赤医療センターも今年の 1 月に新築され，硝子張りの
白亜の建物は日赤病院の総本山というべき威容を誇っ
ています。泌尿器科部長の冨田京一先生とお話しする
機会があり，尋ねてみたところ，確かに患者さんは増
えているそうです。「広尾駅からは少し距離があり，
坂を登らなければならないので，年配の患者さんには
少しきついのではないですか？」と私が尋ねますと，
「堀田坂のことですか？　あの坂はたいしたことはな
いですよ。先生，別所坂って知っていますか？　あま
りに急な勾配で，車両通行禁止です。恵比寿駅から東
京共済病院に行く途中にあるのですが，あの坂はキツ
イ」と冨田先生はおっしゃいました。
　皆様も気付いていらっしゃると思いますが，東京は
至る所に坂があり，その多くに名前が付けられていま
す。立て杭に名称のいわれが書いてあり，通りすがり
に説明を読むと，江戸時代にタイムスリップした気が
します。これまで私は，特別の関心を持って東京の坂
を観察してきました。車が通れないほどの急な坂があ
るのなら，住んでいる人々が生活に困るであろうし，
江戸時代でも土地の開墾が行われていたはずで，どう
も納得がいきません。訪ねてみることにしました。
　「このあたりにあるはずなのに」　独り言を言いなが
らキョロキョロしていると，立て看板があることに気
が付きました。近づいて読もうとしたところ，右手に

坂は現れました。急な勾配であるだけでなく，彎曲が
強く，坂の下までの視界が開けません。私は吸い込ま
れるように坂を降りて行きました。道の幅は車 1 台が
通れる程です。降りていくと，また逆方向に彎曲して
います。さらに彎曲を繰り返し，坂の下に着いたとこ
ろで，「車両通行禁止」の看板が立っていました。
　目的は坂の観察ですから，すぐさま降りてきた坂を
引き返して登りました。確かにキツイ。立て看板のあっ
た坂の上に戻ったときには息が切れていました。ハア
ハア言いながら，立て看板を読みますと，かつてここ
から富士山がきれいに見えたそうです。江戸時代の探
検家である近藤重蔵の屋敷跡でした。邸内に築山を
作って新富士と呼んで観光スポットとしていたそうで
す。江戸に居ながらにして富士山を眺めて富士を参詣
する。上手いアイデアを考えついたものです。労なく
それなりの収入を得ていたことでしょう。こういうシ
チュエーションにありがちなことですが，隣家と利害
関係でトラブルが生じ，近藤重蔵の息子の富蔵が殺傷
事件を起こし，近藤家は一家断絶，富蔵は八丈島に流
刑となったそうです。
　平地だと思われがちですが，坂の多い東京。急傾斜
の坂であればあるほど，印象に残ります。まわりに緑
が多く，趣のある坂はおそらく江戸時代に大名屋敷が
あった所です。冒頭で話題に上った堀田坂もしかり。
東京の坂は江戸の風景を現代によみがえらせてくれま
す。 （大家基嗣）
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